
対 処 す べ き 課 題

中期経営計画２０２７ 重要な取り組み



前年度の振り返り -新規領域-

【新規領域】：在宅医療

在宅透析療法の普及促進に向けた基盤構築

2024年10月 JMS帝人ホームメディカルケア(株)設立

▶ 在宅医療において、患者さんが望む在宅での透析療法を実現するため、主に腹膜透析関連事業を展開する

合弁会社「JMS帝人ホームメディカルケア株式会社」を設立し、2025年4月より運営を開始

腹膜透析事業と在宅医療事業
のノウハウと事業基盤を活用

シナジー創出による在宅透析
療法の普及促進



前年度の振り返り -成長領域-

【成長領域】：がん治療

使いやすい国産デバイスで課題解決を促進

▶ 閉鎖式薬剤移注システム「ネオシールド」は、シンプルで使いやすいデザインが市場で評価され、市場シェアは堅調に推移

▶ 宇宙航空研究開発機構（JAXA）の研究に「ネオシールド」の技術が採用され、今後は新たな市場展開も期待

抗がん薬を安全に取り扱うデバイス
ネオシールド

宇宙ステーション「きぼう」日本実験棟
（提供JAXA/NASA）用途展開による

新規領域の開拓

細胞生物学実験で
使用する定型化細
胞培養装置に採用

技術
採用



前年度の振り返り 総括
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売上高

（単位：百万円）

成果

売上：がん治療の成長領域や在宅透析療法の新規領域の拡大に加え、海外で主力となる血液バッグやＡＶＦ針の
伸長など、概ね予定通りに進捗

利益：為替が不利に働くなどの影響により中計策定時の想定を下回る結果となったが、物価高騰に伴うコスト
増加に対し、価格転嫁や更なる原価低減を進め、利益改善を達成

営業利益

中期経営計画2027
(2024～2026年度)



中期経営計画２０２７- 2年目の取り組み -

中期経営計画2027は「未来をつくるための変革と挑戦」をテーマに構造改革を推進。
2年目の本年度は、初年度の成果と課題を踏まえ、目標達成に向けてさらなる改革を加速する

企業価値

2024.3 2025.3 2026.3 2027.3

Year 1

2027年3月期 目標

営業利益 25億円

ROIC 3.5%以上

長期ビジョンの実現

常に医療現場の課題解決を目指し
製品・サービスを開発する
ソリューションカンパニー

Year 2 Year 3

４つの重要な取り組みと施策

目標達成に向けた改革加速

現在地点

“変革と挑戦”

新規・成長施策の加速

在宅医療事業の拡大 がん領域での成長

経営基盤の強靭化

デジタル化の推進 生産拠点構想の策定

グローバル事業の収益拡大

コア事業の海外展開・販路拡大への注力



【成長領域】：血液事業

▶生産プロセスの標準化を進め、品質と生産効率をさらに高める

▶各国の政策や規制に応じ、適切な事業体制を構築

取り組み①

事業ポートフォリオマネジメントの強化

血液バッグと白血球除去フィルターの一体的な事業運営でシナジーを発揮
特に需要が伸びていくアフリカ、中東、アジアの市場開拓を進める

アフリカ

中東

アジア
ジェイ・エム・エス医療科技
（張家港）有限公司

ジェイ・エム・エス医療科技

旭化成メディカル株式会社より同社の子会社の全出資持分を

譲り受けし、2023年11月新たにスタート

事業収益を拡大



グループ全体視点からサプライチェーンの最適化

取り組み②

構造改革による経営基盤の強靭化

次の10年を見据え、構造改革を推進し、強靭な経営基盤を構築する

▶新興国の政策や為替リスクに対応し、グループ最適地生産を軸にサプライチェーンを最適化

▶物流部を生産本部へ組織改編し、調達から供給までの物流全体の効率化を推進

調達 製造 物流 販売

 生産拠点・生産品目の再編
 外部委託検討

 製品ポートフォリオ再構築 社会的責任（CSR）強化



【デジタル化の推進】

企業競争力の向上を目指して、事業と業務の両面からデジタル化を推進

D X 推 進

▍医療現場の課題

人 手 不 足 医療費高騰 医 療 格 差

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

医療機器 デジタル
技術

業務の効率化 労働生産性の向上

事業：ソリューションの提供 業務：生成AIの活用



アライアンス活用により地域特性に応じた最適なソリューションビジネスを展開
北米・アジアでJMSブランドの浸透を図り、強固な事業基盤を構築し収益拡大を目指す

取り組み③

グローバルな事業収益の拡大

世界最大の北米市場や急成長するアジア市場

事業収益の拡大

コアリソース
人的/知的/
社会・関係資本

アライアンス
M＆A

R＆D マーケティング

外部資源
活用

重点配分
体制強化

コア事業を展開

JMSブランドの浸透



取り組み④

サステナビリティ経営の実践

サステナビリティ基本方針
ジェイ・エム・エスは、
すべての人々が笑顔で健やかに暮らせる持続可能な社会の実現のために、
医師であった創業者の思いを受け継ぎ、
時代とともに変化する 環境・社会・ガバナンスに対応し、
未来の医療に貢献するソリューションを世界中に提供していきます。

価値創造プロセス マテリアリティ

アクションプラン・KPIs

繫 が り
L i n k a g e

サステナビリティ経営

6項目の課題
パイロットプロジェクト

企業理念に基づき、サステナビリティ経営を、中期経営計画で実現させていくことで、
持続可能な企業と社会を築いていく

JMS WAY

長期ビジョン

中期経営計画

BU/本部目標、部門目標、個人目標

常に医療現場の課題解決を目指し、
製品・サービスを開発する
ソリューションカンパニー



長期ビジョンの実現に向けて

重点施策の実行スピードを高め、市場環境の変化に柔軟に対応しながら、2027年3月期の経営目標
達成に向けて、さらに、その先の成長ステージへの飛躍も視野に入れ、取り組みを進めてまいります

企業価値

中期経営計画2027
(2024～2026年度)

振り返りの課題

投下資本効率の低下

GAIN-RG2023
(2020～2022年度)

営業利益 △2.7億円

ROIC ー

営業利益 25億円

ROIC 3.5%以上

次期中期経営計画
(2027～2029年度)

年度

投下資本効率を踏まえた

収益構造の改革
2024 2027 2030 ・・・

新たな
価値創造の実現

新たな
価値の種まき

成長性・収益性・効率性
３つを高めることで
企業価値向上

長期ビジョンの実現

常に医療現場の課題解決を目指し、
製品・サービスを開発する
ソリューションカンパニー



ＪＭＳグループ一丸となって、
企業価値向上を目指してまいります

最後に


